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オミニ
科三

武
之
助
先
生
略
歴

明
治
四
十
四
年
九
月
、
東
京
市
日
本
橋
区
浜
町
に
生
る
。
家
は
自
家
な
る
も
、
土
地
は
旧
熊
本
藩
主
細
川
家

よ
り
借
地
す
。
元
来
、
森
家
は
下
級
の
幕
臣
に
て
、
馬
喰
町
郡
代
屋
敷
内
に
住
せ
し
も
、
維
新
後
、
浜
町
に
移

る
。
細
川
家
と
の
縁
因
未
詳
。
大
正
七
年
四
月
、
東
華
尋
常
小
学
校
に
入
学
。
大
正
十
二
年
九
月
、
関
東
大
地

震
に
遭
遇
し
、
外
祖
父
の
別
宅
あ
り
し
千
葉
市
に
避
難
。
千
葉
県
立
女
子
師
範
学
校
付
属
小
学
校
に
転
じ
、
翌

十
三
年
三
月
卒
業
。
同
年
四
月
、
慶
慮
義
塾
普
通
部
入
学
。
居
宅
、
麹
町
区
一
番
町
(
後
に
三
番
町
と
改
称
)

に
定
ま
る
。
昭
和
四
年
三
月
、
普
通
部
修
了
。
同
年
四
月
、
慶
臆
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
に
進
学
。
当
時
の
風

潮
と
し
て
普
通
部
よ
り
文
学
部
を
志
望
し
進
学
す
る
者
は
稀
有
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
四
月
、
同
文
学
部
国
文

科
に
進
学
。
昭
和
十
年
三
月
、
卒
業
。
同
年
四
月
、
同
大
学
院
に
入
学
し
二
ヶ
年
在
籍
す
。

昭
和
十
四
年
四
月
、
麹
町
三
番
町
自
宅
に
近
接
せ
る
大
妻
高
等
女
学
校
講
師
と
な
る
。
同
十
七
年
四
月
、
大

妻
女
子
専
門
学
校
教
授
と
な
る
。
但
、
教
授
と
は
名
目
の
み
に
て
週
一
日
出
勤
、
国
文
学
を
講
ず
。
昭
和
十
六

年
十
二
月
、
我
が
国
米
英
に
開
戦
せ
し
も
、
終
に
軍
務
は
免
か
る
。
同
二
十
年
五
月
、
物
}
町
宅
空
襲
の
為
全
焼

し
、
鎌
倉
別
宅
に
移
り
現
在
に
至
る
。
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昭
和
二
十
四
年
四
月
、

戦
後
の
新
制
度
に
よ
る
大
妻
女
子
大
学
教
授
と
な
り
、

同
二
十
五
年
三
月
迄
勤
務

す
。
同
年
四
月
、
当
時
横
須
賀
市
に
あ
っ
た
清
泉
女
子
大
学
教
授
に
転
じ
、
同
時
に
慶
臆
義
塾
高
等
学
校
教
諭

と
な
る
。
二
校
共
に
専
任
と
は
戦
後
の
混
乱
期
に
ま
ま
見
ら
れ
た
変
則
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
十
月
、
慶
臆

義
塾
大
学
文
学
部
兼
担
講
師
と
な
る
。

折
口
信
夫
教
授
の
死
去
に
よ
る
応
急
人
事
処
置
な

故
は
同
年
九
月
、

り
。
翌
二
十
九
年
四
月
、
文
学
部
専
任
講
師
と
な
り
、
三
十
二
年
四
月
、
同
助
教
授
。
三
十
八
年
四
月
、
同
教

授
と
な
る
。

こ
の
間
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
、
文
学
博
士
の
学
位
を
受
く
。
同
年
十
一
月
、
慶
慮
義
塾
賞
を
受
く
。
昭
和

四
十
三
年
十
月
、
謹
壊
畔
斯
道
文
庫
長
(
兼
任
〉
に
選
出
さ
る
。
以
後
、
四
期
八
年
に
亙
り
文
庫
長
と
し
て

あ
り
し
も
昭
和
五
十
一
年
九
月
こ
れ
を
辞
し
、
同
文
庫
顧
問
と
な
る
。

昭
和
五
十
二
年
三
月
、
慶
慮
義
塾
規
定
に
よ
り
定
年
退
職
す
。
同
年
、
慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。

著
作
と
し
て
、

主
著
l
「
浄
瑠
璃
物
語
研
究
」
(
昭
和
三
十
七
年
刊
)
。

共
著
l
「
初
期
仮
名
草
子
集
」
(
昭

和
三
十
四
年
刊
〉
そ
の
他
。
講
座

l
三
省
堂
講
座
日
本
文
学
の
う
ち
「
文
学
と
説
話
」
(
昭
和
四
十
四
年
刊
V

。

編
著

l
玉
川
大
学
百
科
大
辞
典
の
う
ち
「
近
世
の
文
芸
」
(
昭
和
三
十
五
年
刊
)
。
翻
刻
・
解
題

l
「
続
清
水
物

語
」
(
昭
和
三
十
八
年
刊
〉
そ
の
他
。
論
文

i
「
心
中
を
焦
点
と
し
て
の
西
鶴
と
近
松
」
(
昭
和
三
十
三
年
刊
〉

そ
の
他
。
エ
ッ
セ
イ

l
「
芭
蕉
像
鑑
賞
の
為
に
」
(
昭
和
三
十
九
年
刊
〉
そ
の
他
。

(
付
記
〉
右
の
略
歴
は
、
森
先
生
の
御
希
望
に
よ
り
、
御
自
身
で
執
筆
さ
れ
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
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